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ぽろり家族⑦／落合由利子　２
おだんご先生の 親子でつくろう！ 季節の和菓子①／芝崎本実　３
保育のこれまで、これから／近藤幹生　４
新刊紹介／石川文洋　６
　　　　／片岡明美　７
読者からのお便り　７

イラスト／鈴木まもる

647

幼 稚 園 の こ ろ 竹 下 文 子

　子どものころに住んでいたところは、道路をはさんですぐ目の前が幼稚園で、通うには30秒もかからなかった。

　入園の日のことを覚えている。小さい仕切りにひらがなで名前が書いてある下駄箱。名前の横に貼られたシールは、

花だったり動物だったり、ひとりひとり違うのだ。わたしのは赤とんぼだった。もうひらがなは読めたけれど、そこに

書かれた名前はなんだかよそよそしく自分のではないみたいに見え、これを覚えなきゃいけないのだな、間違えてはい

けないのだな、と緊張しきって赤とんぼを見つめていた。

　たぶん「近いから」という理由でそこに入れられたのだろう。お寺の経営する園で、黒い法衣の「おしょうさん」が

園長で、薄暗い感じの本堂で「のんの　ののさま　ほとけさま」という歌を毎朝うたわされた。近所にはもうひとつ教

会の幼稚園もあった。そこに通う子が持っている天使の絵のカードがうらやましくてたまらず、わたしもあっちの園な

らよかったのに、といつも思っていた。

　本当はそもそも幼稚園になんか行きたくはなかったのだ。卒園までの2年間、先生に一言も口をきかなかったらしい

から、筋金入りの人見知りの内弁慶なのである。先生の合図で他の子と手をつないでグループを作るゲームが苦手で、

いつもひとりだけ余ってしまう。先生のピッと吹く笛の音が怖い。器楽合奏のとき、後ろの男の子が力まかせに叩くタ

ンバリンが怖い。お弁当のおかず入れのかたくて開かない留め金も、うちと違う和式のお手洗いも、運動会の障害物競

走の平均台も、みんな怖くて息が詰まりそうになる。

　すべてを埋め合わせてくれるのが本だった。ひとりで黙って本を読んでいてもいいなら、幼稚園は楽しいところだっ

た。半世紀以上たっても、わたしの中にはあのころのわたしがいて、その子が作品を書かせてくれているのだと思う。

　思いついてグーグル地図で調べてみたら、幼稚園は今も同じ名前で同じ場所にあった。園舎は木造平屋からコンク

リート2階建てに変わっていたけれど、本堂からコの字に庭を囲むかたちがそのままだ。ふりむけば道の向こうには、

ジャンパースカートの制服でおかっぱ頭のわたしが、真面目な顔をして立っているかもしれなかった。

� （たけした　ふみこ／童話作家）
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　青空の下、楽しそうに遊ぶ子どもたち。端午

の節句のかしわもちには、子どもを見守る親心

がつまっています。

イ
ラ
ス
ト
／
二
木
ち
か
こ

●
作
り
方

マ
ー
ク
の
手
順
は
、
ぜ
ひ

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
！

親子でつくろう！
 季節の和菓子❶

●材料（6個分）

上新粉　140g
ぬるま湯（45℃くらい）125cc
白玉粉　12g	
水　15cc
こしあん（固めのもの）120g
柏の葉　6枚

かしわもち
芝崎本実

しばさき　もとみ／管理栄養士。大学で教えながら、「おだんご先生」として、
和菓子の魅力を発信。「おだんご先生のおいしい！ 手づくり和菓子」も発売中。

❶�

ボ
ウ
ル
に
上
新
粉
を
入
れ
、
ぬ
る
ま
湯

を
2
回
に
分
け
て
加
え
、
ゴ
ム
べ
ら
や

木
べ
ら
で
よ
く
混
ぜ
る
。

❷�

固
く
絞
っ
た
さ
ら
し
布
巾
を
蒸
し
器
に

敷
き
、
①
を
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
小

分
け
に
し
て
並
べ
、
強
火
で
15
分
蒸
す
。

❸�

別
の
ボ
ウ
ル
に
白
玉
粉
を
入
れ
、
水
を

２
回
に
分
け
て
加
え
、
手
で
混
ぜ
る
。

❹
②
を
布
巾
ご
と
取
り
出
す
。
さ
わ
れ
る

　

ま
で
冷
め
た
ら
、

　

布
巾
の
は
し
を

　

持
っ
て
、
生
地

　

を
中
央
へ
折
り

　

た
た
む
よ
う
に

　

混
ぜ
る
。

❺�
ま
と
め
た
生
地
を
ボ
ウ
ル
に
移
し
、
③

を
少
し
ず
つ
加
え
、
手
で
よ
く
こ
ね
混

ぜ
、
6
つ
に
分
け
る
。

❻�

生
地
を
て
の
ひ
ら
で
小
判
形
に
広
げ
、

６
つ
に
分
け
て
丸

　

め
た
あ
ん
を
手
前

　

に
の
せ
る
。
奥
か

　

�

ら
生
地
を
折
り
た
た
み
、
手
で
軽
く
押

さ
え
て
口
を
閉
じ
、
半
円
形
に
す
る
。

❼�

蒸
し
器
に
再
度
さ
ら
し
布
巾
を
敷
き
、

⑥
を
並
べ
て
強
火
で
7
分
蒸
す
。

❽
冷
め
る
ま
で
置
き
、
洗
っ
て
水
気
を
拭

　

い
た
柏
の
葉
で
包
む
。

★
次
回
は
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
く
ず
き

り
で
す
。

ア
ツ
ア
ツ
な
の
で
、

必
ず
大
人
が
や
っ
て

ね
。
ふ
た
を
取
る
時

の
蒸
気
に
も
注
意
！

一
度
ふ
た
を
取
っ
て

蒸
気
を
逃
が
す
と
、

な
め
ら
か
に
な
る
よ
。

手
が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
っ

た
ら
、
洗
っ
て
再
ト
ラ

イ
し
て
ね
！

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト

を
葉
の
形
に
切
れ
ば
、

代
わ
り
に
で
き
る
よ
。

●豆知識

新しい葉が出るまで古い葉を落とさ

ないことから、柏の葉には子孫繁栄

の願いが込められています。西南日

本では柏のかわりにサンキライの葉

で包みます。端午の節句に食べるお

菓子は、もちを笹の葉で包んだ関西

の「ちまき」など、地域によって異

なります。
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初校 再校 三校 念校 責了 責了
楊明喜 藤野

農
村
地
域
で
は
、
農
繁
期
の
季
節
保
育
所
な
ど

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
戦
前
の
保
育
園

は
、
託
児
所
と
呼
ば
れ
、
内
務
省
が
管
轄
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
最
初
の
官
立
（
現
国
立
）
幼
稚

園
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の
は
、
明
治
九
年
の
東

京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
で
す
。
ド
イ
ツ

で
一
八
四
〇
年
に
幼
稚
園
（
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ

ン
）
を
創
設
し
た
幼
児
教
育
思
想
家
フ
レ
ー
ベ

ル
の
考
え
方
が
、
ア
メ
リ
カ
を
経
て
日
本
に
移

入
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
た
の
は
、
富
裕
層
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。
明
治
十
一
年
の
飛
鳥
山
の
遠
足
で
は
、

幼
児
そ
れ
ぞ
れ
に
付
添
人
が
つ
い
て
い
て
、
み

な
馬
車
に
乗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
園
に
は
大

き
な
「
供と

も

待
ち
の
室
」
も
あ
り
ま
し
た
。
園
児

や
保
育
者
も
、
豪
華
な
洋
装
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
轄
す
る
文
部
省
は
、
労
働
者
の
子
ど
も
も
入

れ
る
よ
う
に
簡
易
幼
稚
園
を
奨
励
し
ま
し
た
が
、

富
裕
層
の
た
め
の
施
設
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
幼
稚
園
の
数
は
な
か
な
か
増
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
治
期
後
半
か
ら
大
正
期
に
な
っ
て
、

公
立
幼
稚
園
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
、
キ
リ
ス

　
日
本
最
初
の
幼
稚
園

　

待
機
児
童
が
社
会
の
大
き
な
問
題
と
な
り
、

保
育
園
・
幼
稚
園
が
一
体
化
し
た
「
こ
ど
も

園
」
が
登
場
す
る
な
ど
、
日
本
の
保
育
園
・
幼

稚
園
は
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
保

育
・
幼
児
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
保
育

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
日
本
で
は
、
幼
子
を
背
負
い
な
が

　
保
育
園
の
は
じ
ま
り

ら
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
姿
（
子
守
学
校
）

が
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
の
私
た
ち
が
妹
や
弟
を
背
負
っ
て
学

校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
昭
和
初

期
ま
で
続
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
子
守
学
校
に

お
い
て
、
背
負
わ
れ
た
幼
児
の
た
め
の
保
育
施

設
が
誕
生
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
明
治
二
十
年
代
に
誕
生
し
た
、
新
潟
県

静
修
学
校
附
設
の
託
児
所
が
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

明
治
五
年
の
「
学
制
」
に
よ
っ
て
、
日
本
で

は
小
学
校
へ
の
就
学
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
家
の
子
ど
も
は
、
子
守
や
家
の
雑
事
の
重
要

な
担
い
手
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
を
学
校
へ
や

る
こ
と
は
、
農
家
に
と
っ
て
は
働
き
手
を
奪
わ

れ
る
こ
と
で
し
た
。
学
校
焼
き
討
ち
事
件
ま
で

起
こ
る
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
や
む
を
え
ず
、

幼
子
を
背
負
い
学
校
に
通
う
子
守
学
校
が
あ
ち

こ
ち
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
教
師
た
ち
は
、

生
徒
や
背
中
で
泣
く
乳
幼
児
に
も
ま
な
ざ
し
を

注
ぎ
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
授
業
を
す
す
め
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
が
や
が
て
保
育
施
設
の
誕
生
に

も
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
時
代
に
は
、
工
場
で
働
く
人
が
増
え
、

都
市
部
で
は
工
場
附
設
の
託
児
所
が
つ
く
ら
れ
、

保
育
の

こ
れ
ま
で
、

こ
れ
か
ら
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ト
教
な
ど
の
宗
教
立
幼
稚
園
や
私
立
幼
稚
園
も

各
地
に
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
も
に
百
三
、
四
十
年
前
ご
ろ
に
始
ま
っ
た

保
育
園
と
幼
稚
園
で
す
が
、
そ
の
姿
は
だ
い
ぶ

異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

ル
ー
ツ
の
違
い
が
、
幼
保
二
元
化
と
し
て
、
現

在
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
保
育
・
幼
児
教
育
は
そ
の
後
、
大
正

期
の
自
由
主
義
教
育
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
）
や

絵
本
・
紙
芝
居
と
い
っ
た
児
童
文
化
な
ど
へ
展

開
し
ま
す
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

状
況
は
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。
第
二
次
世
界
大

戦
末
期
に
は
、
本
土
空
襲
の
な
か
で
幼
稚
園
や

保
育
園
は
閉
鎖
さ
れ
、
親
た
ち
と
離
れ
る
疎
開

保
育
や
戦
時
託
児
所
を
経
験
し
ま
す
。
一
九
四

五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
は
、
乳
幼

児
・
親
・
保
育
者
た
ち
を
含
む
、
約
十
万
人
と

も
言
わ
れ
る
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
保
育
園
・
幼
稚
園
は
、
平
和
憲
法
と
、

児
童
福
祉
法
や
学
校
教
育
法
の
も
と
で
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
子
ど
も

や
そ
の
家
族
の
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

深
い
反
省
と
痛
切
な
教
訓
、
そ
し
て
再
び
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
平
和
な
社
会
へ

　
平
和
を
誓
っ
た
再
ス
タ
ー
ト

の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
・
幼
児

教
育
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
、

能
力
に
応
じ
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
が
与

え
ら
れ
、
尊
厳
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
理

念
で
す
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
高
度
経
済

成
長
期
に
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
は
と
も
に
増

加
し
ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
保
育

需
要
が
広
が
り
、
八
〇
年
代
前
半
に
は
、
ほ
ぼ

近
年
と
同
じ
保
育
園
数
、
幼
稚
園
数
に
ま
で
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
九
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
「
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
少
子
化
の

危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
子
育
て
支

援
策
や
少
子
化
対
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
る

一
方
で
、
待
機
児
童
問
題
に
確
か
な
見
通
し
を

も
て
て
い
る
現
状
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
「
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
と
同
じ
一
九
八
九

年
、
国
連
は
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子

ど
も
の
権
利
条
約
）
を
制
定
し
、
日
本
は
九
四

　
子
ど
も
の
利
益
を
い
ち
ば
ん
に

年
に
批
准
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
の
中
で
、
私

が
最
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
の
が
、「
子
ど

も
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
を
保
障
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
大
人
の
都
合
や
考
え
に
合
わ
せ
る

の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
保
育

の
現
場
で
は
、
特
に
ふ
た
つ
の
視
点
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
こ
と
ば
や
文

字
を
獲
得
す
る
以
前
の
〇
歳
児
や
、
ハ
ン
デ
ィ

を
も
つ
子
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
そ

れ
ぞ
れ
に
願
い
や
思
い
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
表
情
や
声
、
し
ぐ
さ
か
ら
、
そ
れ
を

つ
か
む
こ
と
に
全
力
投
球
す
る
こ
と
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
を
守

る
た
め
に
は
、
最
終
的
な
成
果
だ
け
で
な
く
、

失
敗
し
た
り
く
じ
け
ず
に
努
力
を
続
け
た
り
と

い
っ
た
、
過
程
も
大
切
に
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

保
育
園
や
保
育
士
の
不
足
で
保
育
の
質
の
低

下
が
心
配
さ
れ
、
ま
た
戦
後
の
諸
制
度
の
出
発

点
と
な
る
憲
法
の
改
正
が
言
わ
れ
て
い
る
い
ま
、

立
ち
止
ま
っ
て
、
こ
う
し
た
保
育
の
歴
史
を
た

ど
り
、
理
念
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
大
人
に
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊
か

な
日
々
を
創
造
で
き
る
よ
う
、
力
を
尽
く
す
責

任
が
あ
る
の
で
す
。

★
参
考
文
献
『
日
本
の
幼
稚
園
』（
上
笙
一
郎
・
山
崎
朋
子

　

著
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
）

近
藤
幹
生

こ
ん
ど
う　

み
き
お
／
白
梅
学

園
大
学
学
長
。
各
地
で
保
育
園

の
園
長
を
務
め
た
の
ち
、
大
学

で
教
鞭
を
と
る
。
お
も
な
著
書

に
『
保
育
と
は
な
に
か
』（
岩
波

新
書
）『
保
育
園
「
改
革
」
の
ゆ

く
え
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）、

共
著
に
『
ど
う
変
わ
る
？ 

何
が

課
題
？ 

現
場
の
視
点
で
新
要
領

・
指
針
を
考
え
あ
う
』『
実
践
に

つ
な
ぐ 

こ
と
ば
と
保
育
』（
と
も

に
ひ
と
な
る
書
房
）「
保
育
の
哲

学
」
シ
リ
ー
ズ（
な
な
み
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
）な
ど
多
数
。

イラスト／鈴木まもる
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石川文洋／写真・文
茅野市立北部中学校／協力

本体価格 各2800円＋税
セット価格 11200円+税

「報道カメラマンの課外授業
いっしょに考えよう、戦争のこと」

　私は80歳になりました。２日前にベトナムとカンボジアの旅か

ら元気で帰ってきました。こうしてまだ現役カメラマンを続けてい

られることが嬉しいです。私には、これからもカメラマンとしての

夢があります。撮影したい対象もあるし、過去の写真を整理して発

表したいとも思っています。

　中でも、今回童心社から「報道カメラマンの課外授業　いっしょ

に考えよう、戦争のこと」全４巻を刊行できたことは、最大の夢が

実現した思いです。それも、私の住む長野県の中学校で10回にわ

たり行った授業で、生徒たちに見てもらった写真と生徒たちが書い

た感想を掲載した本になったことに、喜びを感じています。

　私は年を重ねるにしたがって、これまでに見てきた戦争の実態を

次の世代に伝えたいと思うようになりました。そのような時に声を

かけてくださったのが、長野県茅
ち

野
の

市北部中学校の両
もろ

角
ずみ

太
ふとし

先生で

した。茅野市には小学校９校、中学校３校があり、1988年から生

涯学習を実施しています。その一環に外部講師による授業がありま

す。2010年は北部中がモデル校なので、戦争について話してもら

えないかとのことでした。私にとっては渡りに舟と、喜んで承諾し

ました。しかも、話の内容に制限はなく、どのような写真を見せて

もよいと言うのです。この学校側の判断は画期的なことだと思いま

した。

　私は諏訪地区３市２町村の高校教員の研究会で「学校は戦争教育

に関して腰が引けている」と話したことがあります。沖縄や広島へ

行って、地上戦や原爆で日本の民間人が大きな被害を受けたことを

知るのも大切ですが、中国大陸ほかで加害者となっていたことも、

もっと生徒たちに知らせるべきだと思っています。

　「私が見た戦争」がどのように生徒に受け止められるか不安でし

たが、毎回、学年の全生徒127人が熱心にスライド映写を見て話を

聞いてくれ、まったく私語もなく飽きた様子も見られませんでし

た。１年生の時から卒業するまで４回講義をし、全校生徒にも１度

話をしました。さらに別の学年に対して、入学から卒業まで５回の

講義を持つことができましたが、生徒たちが熱心だったのは写真の

力だったと思います。

　アジア・太平洋戦争（沖縄戦を含む）を除く写真は、私が撮影し

たものですが、生徒たちにはすべてが初めて見る戦場や被害者の姿

だったと思います。生徒たちに戦争を伝える機会をつくってくだ

さった北部中の校長ほかすべての先生方、本を刊行してくださった

童心社の皆様に深く感謝しています。

� （いしかわ　ぶんよう／報道カメラマン）

１ 戦争はどう報道されたのか

２ 沖縄・戦いはいまも続いている

３ ベトナム・未来へ語り継ぐ戦争

４ 命どぅ宝 戦争はなぜ起こるのか

中
学
生
と
一
緒
に
考
え
た
「
戦
争
」

�

石
川
文
洋
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　以前、とある写真アルバムを見せてもらったことがあります。それは、

国指定の重要文化財、熊本県の八千代座でのお芝居の写真。八千代座とい

えば、私の主人、歌舞伎役者の片岡亀蔵も、度々その舞台に立たせて頂

き、大好きな芝居小屋のひとつですが、その写真をよ～く見ると、通常の

公演とはどこか違うみたい。舞台セットは手作り感満載、役者の化粧も衣

装もほのぼのしていて、みんな一所懸命に大汗かいて芝居をしていて、な

んだかとっても楽しそうで……。

　これ実は、長野先生はじめ絵本作家の先生方による「てくてく座」の公

演！　みなさん普段からよくお芝居や歌舞伎をご覧になっていて大好きな

ものだから、ぜ～んぶ自分たちでやっちゃえ～！っと、脚本・演出・大道

具・小道具・役者も全て絵本作家のお歴々！　驚くやら、可
お

笑
か

しいやら、

衝撃的でした。

　その伝説の絵本作家先生大奮闘「てくてく座」を彷彿とさせるのが、こ

の『かぶきやパン』です。「助
すけ

六
ろく

」「白
しら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

」「外
うい

郎
ろう

売
うり

」に「暫
しばらく

」「弁

慶」と、子どもたちは勿論、歌舞伎通の方にとっても夢のようなラインナ

ップで、よりどりみどりのいいとこどり！　まさに「三
さん

人
にん

吉
きち

三
ざ

」の台詞

“こいつぁ～春から、縁起がいいわぇ”です。今にも大向こうから声が聞

こえてきそう……「かぶきやっ！」 （かたおか　あけみ／片岡亀蔵夫人）

●
娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
す
っ
か
り
絵
本
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
私
、
昨
年
か
ら
読
み
聞
か

せ
を
始
め
ま
し
た
。（
略
）
最
近
は
、
二
歳
の
息
子
が
、
私
の
マ
ネ
を
し
て
皆
の
前
で
読
み
聞

か
せ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
お
ぼ
つ
か
な
い
両
手
を
使
っ
て
お
は
な
し
が
始
ま
る
の
で

す
。
題
名
の
次
に
は
必
ず
「
さ
く
・
え
！
」
と
付
け
加
え
る
と
こ
ろ
が
、
と
て
も
お
か
し
く
、

始
ま
り
か
ら
ほ
ほ
え
ま
し
く
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
と
の
お
は
な
し
タ

イ
ム
は
大
切
な
時
間
に
な
り
そ
う
で
す
。 

（
宮
城
県　

N
・
N
）

●
「
母
の
ひ
ろ
ば
」
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
作
家
の
方
々
の
飾
ら
な
い
心
の
言

葉
、
作
品
と
ま
た
ひ
と
味
違
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
ふ
っ
と
心
を
と
め
て
、
想
う
・
考
え
る
時
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
神
奈
川
県　

Ｙ
・
Ｔ
）

『かぶきやパン』
かねまつすみれ／作
長野ヒデ子／絵
本体価格 1300円＋税

よ
り
ど
り
み
ど
り
！ 

い
い
と
こ
ど
り
‼

 

片
岡
明
美

読
者
か
ら
の
お
便
り

「
母
の
ひ
ろ
ば
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
の
ほ
か
、
子
育
て
に
つ
い
て
日
々
思
う
こ
と
、
子
ど

も
た
ち
と
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
送
り
先
は
８
ペ
ー
ジ
記
載

の
童
心
の
会
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
便
り
を
誌
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
編
集
部
で
選
ん
だ
絵
本
を
一
冊
差
し
上
げ
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き

お
便
り
、

お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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初校 再校 三校 四校 責了 責了
劉暁彤
藤野ｃ

●今号から手づくり和菓子の連載が

始まりました。家庭でつくるのは難

しいイメージのある和菓子ですが、

感覚が重視される和菓子職人の世界

では、洋菓子のようにレシピがあま

り数値化されてこなかったんだそう

です。おだんご先生こと芝崎さんが、

科学的に計量して、誰でもつくれる

ようにしてくれました。シンプルな

のでぜひお子さんとご一緒に！� A

●入園入学進級の季節。人見知りの

僕には、心細く落ち着かない時期で

した。でも男の子に言語はいりませ

ん。仲良くなれそうな奴を見つける

と、とりあえず足を踏んづけていま

した。いわば「遊ぼう？」というサ

インで、相手が芳しい反応を示して

くれれば友だちになれました。人間

関係がずっとそれくらいシンプルだ

ったら楽なのにな、と思います。�O

めろんさんがね‥ なくのかな

�妖怪の出る時間

�あけては
いけない道具箱

紙
芝
居
百
科

めしくわぬにょうぼう

とよたかずひこ／さく・え
本体価格 850円＋税

内田麟太郎／作
大島妙子／絵
本体価格 1300円＋税

常光徹／責任編集
村田桃香・かとうくみこ・山﨑克己／絵
怪談オウマガドキ学園編集委員会／編
本体価格 680円＋税

常光徹／責任編集
村田桃香・かとうくみこ・山﨑克己／絵
怪談オウマガドキ学園編集委員会／編
本体価格 680円＋税

常光徹／文
飯野和好／絵
本体価格 1300円＋税

おいしいともだち 童心社のおはなしえほん

怪談オウマガドキ学園

怪談オウマガドキ学園 単
行
本
図
書

紙
芝
居
文
化
の
会
／
企
画
制
作

本
体
価
格 

１
３
０
０
円
＋
税

おばけ・行事えほん

第
一
子
が
三
歳
に
な
っ
た

と
き
、
御
社
の
紙
芝
居
舞

台
と
拍
子
木
を
セ
ッ
ト
で

揃
え
ま
し
た
。読
み
手（
演

じ
手
）と
観
客
が
明
確
に

区
別
さ
れ
、
舞
台
な
ど
の

お店から外に出かけためろんさん。するとねこ
さん、いぬさんがきて、めろんさんをごろんご
ろんしたんだって。めろん、ごろん……。

「逢魔が時」や「丑三つ時」など、魔物がよく出
る時間があります。「時間」をテーマにした、こ
わ～いお話を13話収録。

「今日はこれから持ち物チェックをする！」鬼丸
金棒先生が言いました。「道具」や「持ち物」を
テーマにしたふしぎな話を13話収録。

村一ばんのけちで、とんでもないよくばりの男が
いた。そこに、うつくしいむすめが、ひょっこり
たずねてきたが……。

おとうさんとおかあさんとはぐれて、ぼくはこら
えていたけれど。しらないどこかでひとりぼっち
になったら……。迷子になった日の絵本。

4 月 の 新 刊 図 書！

も
つ
演
出
効
果
に
よ
り
、
絵
本
と
比
し
て
も
子
ど
も
た
ち

が
も
の
が
た
り
の
世
界
に
違
和
感
な
く
没
入
し
て
い
く
様

子
が
手
に
取
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
を
通

じ
て
、
紙
芝
居
が
も
つ
奥
深
さ
な
ど
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後
も
沢
山
の
良
作
紙
芝
居
を
子

ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 �

（
北
海
道　

Ｓ
・
Ｋ　

三
一
歳
）

読
者
の
声




